
行程表

午前： JR高松駅集合（現地集合）
午後 ：高松港から船で女木島へ、
　　　女木島内作品鑑賞、船で高松港へ
夕刻：高松市内の宿泊先へ移動後、チェックイン
夜：　高松市内の会議室で振返り、夜の祈りの時間

https://wesley.or.jp/ 

1日目 10/9(木）

2日目 10/10(金）
午前： 高松港からチャーター船で豊島（唐櫃）へ
　　　 豊島美術館、唐櫃の清水、青木野枝「空の粒子」等予定
午後：ジェナ・リー「再び言葉に満ちた部屋」、甲生地区の作品、
　　　豊島横尾館の作品等を鑑賞予定
　　　豊島（家浦）から船で高松港へ
夜：　高松市内の会議室で振返り、夜の祈りの時間

食事：朝食なし、昼食〇、夕食〇

宿泊地：高松市

食事：朝食〇、昼食〇、夕食〇

宿泊地：高松市

３日目10/11(土） 食事：朝食〇、昼食〇、夕食〇
午前： 高松港からチャーター船で大島へ
　　　 ハンセン病の歴史についての学びと作品鑑賞
午後：大島島内の作品鑑賞、大島からチャーター船で高松港へ
夜：　高松市内の会議室で振返り、夜の祈りの時間

4日目 10/12(日） 食事：朝食〇、昼食〇、夕食なし
午前： 高松市内のキリスト教の教会の日曜礼拝に出席
午後：高松港に展示されているホンマタカシ氏による作品「SONGS
- ものが語る難民の声」を鑑賞、
　　　高松港付近の作品鑑賞予定
夕刻：高松市内の会議室で振返り、閉会礼拝後解散

宿泊地：高松市

QRコードからお申込みページ
が表示されます。
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 この旅を経たので、その隙間に入り込むのが
SNS だけではなくなる。新聞記事（せめてネッ
トニュースにされたものでも）や、ニュースな
どを、少しずつでも日常に組み込めていけたら
と思う。そして、「なんとなくめんどくさそう」
と思ったら、自分に言い聞かせよう。「本当は大
事なものかも？5分だけ調べてみよう」と。
　　　　　　　　　　　　　　　　(大学生）

この企画書面記載の条件は2025年7月8日現在の運賃・料金を基準としています。
       
最少催行人員：10名 旅行代金：97,000円（うち、自己負担金1万円）添乗員：同行しません。ウェスレー財団の
スタッフが同行いたします。
旅行代金に含まれるもの：
募集型企画旅行の企画手配料金および手配料金、交通費： フェリー代、チャーター船代、専用車代
宿泊代、食事代（旅程表に明示のもの）、施設入場料、現地ガイド料、国内旅行傷害保険（死亡1,000万円、入院
１日当たり6,000円、通院１日当たり4,000円）
旅行代金に含まれないもの（一部例示）：旅程表以外に行動される場合の交通費、宿泊料、飲食費等、個人的費
用、自宅～高松間の交通費　予定バス会社：小豆島交通（豊島）、予定宿泊ホテル：東横イン高松駅前
お取消料：20日～8日前（20％）、7日～2日前（30％）、前日（40％）、当日（旅行開始前）50％、旅行開始後
100％　※応募者の中から参加者決定後、旅行社の正式な旅行申込フォームからお申込いただきます。

参加者の決定について：
応募者の中から、当財団の厳正なる審査の上追加した方がこの研修に参加できます。書類審査後、面接あり
（Zoomでも可）。参加者の方には、事前準備会（9月25日夜予定）への参加、事後報告書をの提出（10月20日
まで）、事後報告会（2026年3月14日午後）に必ずご参加いただきます。弊財団の広報にご協力いただきます。

〒231-0062
神奈川県横浜市中区桜木町1-1-7ヒューリックみなとみらい11F-4
TEL:045-212-2101 FAX:045-212-2201 Email:yamada@fits-tyo.com
総合旅行業務取扱管理者：西須輝理
担当：西須・山田

株 式 会 社 富 士 国 際 旅 行 社 　

瀬戸内スタディキャンプとは？

 この 4 日間を通して沿岸地域での被災地が抱えていた問題を広
く学ぶことができました。 2011 年 3 月 11 日に岩手三陸地域で
起きていた真実に心を向けてみて、ただ悲惨なことが起きてい
たと思うだけでは足りないのだと思います。今回お話してくだ
さった方の多くは伝承することの大切さ、それと共に日ごろか
らの備えが大切であると話してくださいました。震災から 14
年たった現在すでに風化してきている面があると感じていま
す。・・・・それぞれが風化しないよう日頃から防災意識を持
てるように近くの人から今回学んだことを伝えられればと思い
ます（参加時大学4年生）

旅行代金に含まれないもの：
集合場所（JR高松駅）まで及び解散場所（JR高松駅）からの交通費。その他個人的な購入経費（お土産代、
日用品など）、クリーニング代、研修前後の個人的な旅行費用など。

応募条件：
年齢：大学生相当以上18歳以上～50歳までの方
・クリスチャンまたはキリスト教に抵抗がなく理解のある方（研修中は毎日祈りの時間があります）
・柔軟性に富み、健康に自信のある方
・社会の様々な課題、特に社会課題や芸術について関心を持っている方

注意事項：
現地集合・解散となりますので、集合場所までの交通費、解散場所からの交通費は各自ご負担いただき
ます。プログラム中は禁酒禁煙です。

岩手三陸Study Camp 2024 参加者の声

< 主 催 ・ 企 画 >

公 益 財 団 法 人 ウ ェ ス レ ー 財 団
〒107-0062 
東京都港区南青山6-10-11ウェスレーセンター301 
TEL: 03-6427-4696 HP: Https://www.wesley.or.jp
EMAIL: program@wesley.or.jp(担当：滝藤）  

このスタディキャンプでは、3年に一度開催される瀬戸内国際芸術祭に合わせて香川県高松市を訪れ
ます。今回は、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）と瀬戸内国際芸術祭実行委員会の共催による
写真家ホンマタカシ氏による作品展「SONGS - ものが語る難民の声」（ウェスレー財団ほか協賛）
や、ハンセン病国立療養所「大島青松園」のある大島に展示された作品を鑑賞します。アーティスト
が作品を通して伝えるメッセージを通じて、差別、難民、平和、地域コミュニティについて学び、社
会課題を考えます。女木島や豊島も訪問予定です。

＜ 旅 行 企 画 ・ 実 施 ＞
観 光 庁 長 官 登 録 旅 行 第 8 4 号

  今回出会った人たちから度々「とにかくやるしかなかった」と
いう言葉を聞きました。状況や気持ちはどうであれ、今の持てる
物で、その時の自分のできる限りで行動するしかなかった、と。
同じような状況に直面した時、私だったらどのように動くことが
できるだろうか、と考え続けています。（社会人40代女性）
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